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	 (12,15,18 wt%)Cr-(0,5,7,9 wt%)Al-ODS鋼の照射硬化挙動および照射下微細組織発達について、イオン加速

器を用いた照射実験を通して明らかにすることを目的としている。300℃もしくは 475℃で 10 dpa まで Fe

イオンを照射した試験片について硬さ測定及び微細組織観察を行った結果について報告する。 

キーワード：燃料被覆管、酸化物分散強化鋼、照射影響 

 

1. 緒言 

燃料被覆管の高温水や高温水蒸気中における耐食性の向上は、事故時の冷却水との反応速度を低下させ、

水素発生を抑制する。そのため、耐食性に優れた鉄基の燃料被覆管材料として、高 Cr-高 Alの ODS鋼が提

案されている。一方、一般に高 Cr 化は熱時効脆化が従来からの課題であり、高 Al 化に伴い、さらに靭性

が劣化することが懸念されている。さらに、照射によって脆化が促進される事も懸念される。本研究では、

(12,15,18 wt%)Cr-(0,5,7,9 wt%)Al-ODS鋼の照射下組織発達について、イオン加速器を使用した照射実験を通

して明らかにすることを目的としている。 

2. 実験方法 

Crおよび Alの濃度を変化させた ODS鋼（ODS17: 15Cr-7Al, ODS18: 14Cr-7.5Al, ODS19: 10Cr-7.Al）の受

け入れ材から、イオン照射実験に供する照射試験片(3.0 x 2.0 x 0.25 mm)を切り出した。照射実験は、京都大

学の有するイオン加速器 DuETを用い、6.4 MeVの Fe3+イオンを用いて 300℃もしくは 475℃で 10 dpaま

での照射を行った。損傷量の計算には SRIMコードを用い、試験片表面から 600 nmの位置の損傷量を公称

値として定義している。照射後試験片は、ナノインデンターによる

硬さ測定と、透過型弟子顕微鏡を用いた微細組織観察を実施した。 

3. 結果 

	 図 1 に 300℃で 10dpa まで照射した ODS 鋼について、照射硬化量の

照射量依存性を示す。この図から、	10	dpa まで照射量が増加するに

つれて照射硬化量が増加していることがわかる。また、10Cr 材と 14Cr

材を比較すると、照射影響に顕著な差は認められない。微細組織観

察の結果は当日発表する。	

	 本研究の一部は、文部科学省の原子力システム研究開発事業による委託業

務として、国立大学法人北海道大学が実施した平成 25～26 年度「事故時高

温条件での燃料健全性確保のための ODS フェライト鋼燃料被覆管の研究開

発」の成果である。 
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図 1	 照射硬化の照射量依存性 
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